
 

岡山県南広域都市計画汚物処理場の変更（倉敷市決定） 

 

 都市計画汚物処理場中倉３ 倉敷市白楽町し尿処理場を次のように変更する。 

名  称 位置 面積 備考 

番号 汚物処理場名 倉敷市

白楽町 
約 8,600 ㎡ 

 

倉３ （仮称）白楽町汚泥再生処理センター 

  「区域は計画図表示のとおり」 

 

 理由  

   倉敷市白楽町し尿処理場は昭和４０年に供用開始し、施設整備後５３年が経過しており、

建物と設備の老朽化が著しい。そのため、隣接する白楽町ごみ焼却場の解体跡地の一部を

含む敷地に、新たな汚泥再生処理センターを整備することにより、し尿及び浄化槽汚泥の

安全で安定的な処理の継続を図るため、都市計画の変更を行うものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新旧対照表 

（倉敷市決定） 

 

（旧） 

岡山県南広域都市計画汚物処理場 

名 称 
位 置 面 積 備 考 

番 号 汚物処理場名 

倉３ 倉敷市白楽町し尿処理場 
倉敷市 

白楽町 
約 8,800 ㎡ 

 

 
 

（新） 

岡山県南広域都市計画汚物処理場 

名 称 
位 置 面 積 備 考 

番 号 汚物処理場名 

倉３ （仮称）白楽町汚泥再生処理センター 
倉敷市 

白楽町 
約 8,600 ㎡ 

 

 

※変更箇所はアンダーライン部分である。 



変更理由書 

  

倉敷市白楽町し尿処理場は昭和４０年に供用開始し、平成８年までの３１年

間、し尿処理施設として稼働した。また、平成８年に設置した浄化槽汚泥脱水

装置により、現在まで、浄化槽汚泥処理施設として稼働しているが、施設整備

後５３年が経過しており、建物と設備の老朽化が著しいため、施設更新の必要

性に迫られていた。 

  この度、隣接する白楽町ごみ焼却場が解体されることから跡地の一部を含

む敷地において、し尿、浄化槽汚泥及び生ごみ等の有機性廃棄物を処理すると

ともに、資源を回収する機能を備えた汚泥再生処理センターを整備すること

により、し尿及び浄化槽汚泥の安全で安定的な処理の継続を図るため、都市計

画の変更を行うものである。 
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